
 
⑥ 大歳神社 （通称） ださあさん 

亀山 4－7－14 虹山団地下下車 東へ
徒歩３分 
 

両延神社の北辺の守
護神として奉斎したも
のという。昭和 44 年虹
山団地造成に伴い現
在地に遷された。 

① 杉薬師 （別称）瑠璃山医王寺 
亀山１－22－39 広島北税務署より南へ徒歩３分 

この地にあった１本杉の大木が、一夜のうちに数々の仏像となり、人々は一宇を建立

して祀ったと伝えられる。仏像が安置されたお堂は出

水で度々流されたが、不思議にも御本尊・脇侍の御

仏も川下の小高いところに留まっていたので人々の

信仰はますます高まった。諸病を救い福徳を授づけ

るという御利益がある。 

⑦ 竜王さん （通称）ぢおうさん 
亀山南 3－22－13 虹山団地下下車、南へ
徒歩５分 
 

小堂宇が建っており

観音開きの扉を開け

ると約一尺角の板に

彫られた竜王像が安

置されている。 

② 惣社大明神（河戸神社） 
亀山 2－18－11 旧河戸駅より北へ徒歩３分 
 

創祀年代は不詳であるが神武天皇が東征の際逗

留された地を祀ったのが始まりと伝えられている。

中世には、安芸の国の守護・武田氏代々の祈願

所となった。 

 
 
  

⑧ 荒神さん 
亀山 7－23 
 

勝木地域は通行者が多
く、病気が入らないよう見
守りして下さるのが荒神さ
んである。 

③ 八坂神社 (旧称）祇園社 （通称）天王さん 
亀山 3－18－7 福王寺口下車、南へ徒歩５分 
 

石と鏡が安置されている。水難、災害、疫病を恐

れ須佐之男命（牛頭天王）を祀ったのが始まりと

いう。 

⑬ ころげ観音 
可部町今井田 

安佐北大橋より 1ｋｍ先工場横の小道を 40 メートルほど上った所にある。 

一見弱々しいイメージをもつが、地表に出ている部

分は幅 4 メートル、横 2 メートルの巨大な石の観音

である。 

今からおよそ 156 年ほど前の記録に『去る年の大

震により螺山から転げ落ちた観音、弘法大師の御

作』とある。 

⑯ 松浦城跡（尾首城跡） 
水越山東斜面にあり、江戸時代『松
浦甚五郎左衛門城主、退転相知不
申候』とある。 

⑨ 伊勢神社 
亀山南 3－32－1 

 

創祀年代は不詳であるが、昔、お伊勢参りをする
者は、出立帰着をこの
神社に報告する習慣が
あったとされる。 

④ 光西寺観音 （別称）広済寺、西光寺 
亀山 4－17－8 
 

現在の亀山南小･亀山中の辺りに光西寺があり、記録によ

ると光西寺は廃寺となって現在地に堂宇を建立し移転した

のは大正 12 年 8 月となっている。 

⑭ 山崎神社 
可部町今井田  
安佐北大橋より 2.1ｋｍ（今井田集会所バス停 徒
 

歩 3 分） 

創祀年代は不詳であるが鎌倉時代以前とされ、日

清日露・太平洋戦争で、この地区からの出征者に

戦死者が一名も出なかったのは、この神社の神徳

によるものといわれている。 

⑪ 旧亀山発電所 
可部町今井田 418－81 

 

明治 45 年、太田川最初の水力発電所として完成した。

可部地域は急速に電灯化し、産業の機械化、工業化を

促した。昭和47年の大水害を契機に、老巧化、コスト高

などから 48 年 3 月に廃止された。 

⑤ 両延神社 （旧称）白石山八幡宮（通称）西宮 
亀山南 3－17－1 下大毛寺下車、南へ徒歩５） 
 

建久元年(1190)宇佐八幡宮の分社を下四日市村

に勧請し、建長５年(1253)現在地に奏還したのが

始まりといわれている。当地方の守護神として篤

い尊敬を受け、秋の大祭は毎年大変な賑わいで

ある。 

⑮ 大野神社  
可部町勝木大野 旧安芸亀山駅裏 

宮の創建は古く宝暦９年（1759）とあり、この地方で

は古い宮である。拝殿は創建当時のものといわ

れ、長年風雪に耐えて重厚であり、歴史の重みを

今に伝えて十分である。広い境内を取り囲む形で

松・イチョウ・カタギなどの巨木が立ち、この神社の

古さを示している 

⑫ 柳瀬八幡神社 
可部町今井田 安佐北大橋たもと 

 

由緒等分からないが、江戸時代に上四日市の土居九衛門という

者の先祖が勧請したと言われ、神事もこの人が行っていたと記録

されている。 

神様と仏様が一つ屋根のした、しめ縄の奥に仲良く同居しておら

れるのである 

⑩ 神宮神社、新宮神社 （別称）荒人神社 
亀山南 1－18－1  旧河戸駅より西へ徒歩 10 分 

 

創祀年代は不詳であるが、安永年間（1771）の記

録に「神宮一社」とある。ご神体は仏像。土地の人

の話によると大田川の淵の底に沈んでおられたの

を拾い上げて祭ったのが始まりとか。 
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③ 旧綾西小学校 

明治時代に小学校がおかれ、町村合併で大毛
寺にある虹山小学校にバス通学となる。卒業生
が 1 名もいない年
もあった。 

⑩ 観音谷の観音堂 （観音菩薩） 
亀山９－２１ 団地奥 
旧堂宇は明治 2 年（1869）の再建であるが、平成 3 年（1991）
の台風 19 号により、境内にあった直径 70cm 余のカシの木
の倒壊により、下敷きとなり堂宇は損壊した。 
銅板ふきの屋根・総ヒノキ造りの新堂宇が、平成 3 年に完成
した。堂内にある太鼓に宝永年間（1704～10）と年号が記さ
れている。 

④ 道標 
大畑農協バス停横 

「是ヨリ右ハ 谷和道 左ハ 

明治４２年３月

イムロ スゞハリ道 

１１日 

「南ハ 可部 室

１５年４月 

中野 直 建 

道 西ハ 飯

鈴張道 東ハ福王寺 三入

大林道」 

    大正

⑪ 表勝木八幡神社 
亀山９－２５ 

応神天皇、他四柱を祀る。 

弘安（1275～1286 年）熊谷直時が西下した折に、

観請した。昭和 60 年拝殿と舞殿をひとつの屋根と

した。現在 11 月 3 日に社人末田氏が祭りを行う。 

 
 
  

⑥ 峠の茶屋跡  うす 

勝木上行森から火の見山山麓を西方へ越

⑫ 青古墳群 
１０ 下大毛寺下車 北へ徒歩 13 分 

世紀末から 7 世紀に造られた小規模の横穴式石室である。古

 

え、安佐町飯室の
内古市へ通じる道
に峠の茶屋跡があ
り、引き臼の半分
が捨てられ現在も
残っている。 

亀山５－３５－

 

6

墳時代の後半期に作られた横穴式石室は埋葬施設とし、被葬

者の生前の権力を象徴するために古墳を造るという意識から、

横泉（よみ）の国での生活を祈念するものに変わった 

① 土井神社 

協バス停下車 

れていた。中世の頃、富樫五郎右衛門が尾崎山城主と

⑭ 大毛寺のお薬師さん 
ス停の側

薬師堂は安政年間に現在地に移

⑧ 万蔵寺跡  
道のまじわりの所、今は竹薮

多くころがって、室町時代にはあった

⑬ 風呂明神社 （旧称）阿保明神社 
徒歩 10 分 

があり、瀬戸内海がここまで
綾ケ谷 大畑農

最初は産土神として崇敬さ
なり、守護神社として八幡神を祀り延光寺（(円光寺)の 
西八反歩を神社に寄進し馬場とした。その後享保 4 年
（1719 年）に改築されている。 

亀山５-７-７ 国道１９１ 下大毛寺バ

 

され明治の中ごろ大修理、更に
昭和２５年
に修理され
今日に至っ
ている。 

勝木１９１号と大畑

の所にある 

五輪塔が
が大毛寺に移り、寺はなくなった。この寺、万
蔵寺と名前だけは残っ
ている。 

亀山５－３６－１２ 下大毛寺下車、北へ

創祀年代は不詳であるが、明神社の南に明神屋敷

入り込んでいた。そこで水に縁の深い市杵島姫命

を祀り、地域の安全を願った。 

② 大畑薬師 

協バス停下車 

永 6 年（1776）

⑦ 石切り観音 
石切り観音は首切りにまつわる諸説が伝えられている。 

妨げていたのを、通り

② 味を試すために切った人の霊を弔うため石仏

③ 堀田の刀鍛治が、自分のこしらえた刀で試し切りした弔いのために建てた。 

⑮ 船山稲荷神社 

船山下車、北へ徒歩５分 

よる

綾ケ谷 大畑農

薬師堂の創祀年月は不詳であるが、安
と文政 2 年（1819）の二回にわたり、村の庄屋が書き残
した文書に「方一間本尊薬師如来あり」と記されてい
る。円光寺がどのような寺であったのかは、記録もなく
伝承も乏しい。綾ケ谷の地名は、むかし、安芸地方の
綾織物の産地で、綾織が盛んであったことから地名が
ついた。 

① 堀田の集落で、黒猫が様々な姿に変じ人々の通行を

かかった武芸者が一刀のもとに切りすてたが、黒猫と思ったのは石橋であ

り、二つになった石橋を重ねて祭った。その後黒猫はいなくなり、旅人は安

心して通れるようになった。 

飯室の城主が、新刀の切れ

を建て供養した。 

亀山５－１９－１８ 

昭和５４年１１月本殿が再建された。伝承に

と、神武天皇が東征の途次帆待川を遡り船山に天

皇自ら船を繋がれたという。 

⑤ 山の神 
 

山の神と言う 2 平方メートル位の土地がある。昭和

⑨ 遠坂峠地蔵 （恵坂地蔵） 
面徒歩３分 

の惠坂峠は、今の道路の 60～70ｍ北側の山の峯越え

いはぎ」の出

⑯ 福王寺 

ス停より 徒歩１時間３０分 

10 年前後のころ、山火事があった。山の神の場所だ

けは焼けなかった。そこに住む人々は神は目に見え

ないが、神はおられるものだと思うようになった。四

方八方を聞いてみると神仏が、見守ってくださってい

る。その場所は石が置かれてある。 

勝木 上勝木バス停下車飯室方
 

元
であり、惠坂地蔵も旧道の頂上にあったものを、明治 19
年（1886）道路新設の際、現在地に移した。 
旧道の往来が盛んな頃は、夜になると「追
没や「化け猫」が出るなど難所の 1 つになっていたが、こ
れの解消のため地蔵尊を安置して以来、追いはぎや化
け猫の話が消え去ったという。 

福王寺口バ

弘法大師が天長５年（８２８）に開基したと伝えられ

る古刹で、池に金の亀が浮き出て大師に三拝の

礼をもって迎えたことから、金亀山福王寺と名づけ

たとある。亀山の地名は、金亀山の金をはずして

「亀山」となった。 

編集 協力 / 亀山自慢 歴史散策マップ作成グループ  発行（財）広島市ひと・まちネットワーク 広島市亀山公民館 お問合せ/広島市亀山公民館 ℡ 082-815-1830 平成１９年４月作成 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


